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（
令
和
五
年
一
月
～
一
二
月
）

市
史
編
さ
ん
室
　
事
務
局
活
動
報
告

Ⅰ
　
古
文
書
等
調
査
の
概
況

一
　
古
文
書
調
等
査
の
概
況

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
古
文
書
等
の
歴
史
史
料
の

保
存
、
整
理
、
研
究
と
し
て
、
ま
た
各
専
門
部
会
活
動
の
資
料
に

供
す
る
た
め
、目
録
作
成
・
写
真
撮
影
等
の
基
礎
的
な
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
か
ら
同
六
年
（
二
〇
二
四
）
年

三
月
の
間
に
、
新
た
に
一
〇
件
の
文
書
群
（
一
、二
五
二
件
）
を

借
用
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）

一
月
か
ら
同
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
の
間
に
調
査
を
終
え
た

文
書
群
は
五
件
（
四
五
一
点
）
と
な
っ
た
。
寄
贈
文
書
は
二
件

あ
り
、
一
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
調
査
終
了
文
書
は
以
下
、

個
別
に
解
説
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
一
九
年
度
か
ら

二
四
三
家
（
総
点
数
約
九
七
、〇
〇
〇
点
）
の
調
査
を
終
え
た

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
令
和
六
年
三
月
段
階
で
、
五
八
件
（
約

八
一
、七
六
〇
件
）
の
文
書
群
を
調
査
中
で
あ
る
（
す
で
に
熊
谷

市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
て
調
査
中
の
文
書
群
も
含
む
）。
全
体
的
に

調
査
終
了
文
書
の
件
数
が
少
な
い
の
は
、
本
石
竹
井
家
文
書
（
現

時
点
で
一
八
、九
二
〇
点
）、
俵
瀬
荻
野
家
文
書
（
四
、二
八
四
点
）

等
大
量
の
点
数
を
有
す
る
文
書
群
に
着
手
し
た
た
め
終
了
に
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
目
録
入
力
、
写
真
撮
影
を
済
ま

せ
て
解
説
を
作
成
す
れ
ば
終
了
す
る
文
書
群
が
い
く
つ
か
あ
る
。

近
世
、
近
代
・
現
代
の
資
料
編
の
刊
行
に
向
け
て
労
力
を
要
す
る

た
め
人
手
不
足
も
顕
著
で
あ
り
、
継
続
的
な
史
料
整
理
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
熊
谷
に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
文
書
を
丹
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念
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

二
　
調
査
終
了
文
書
の
紹
介

下
奈
良
　
集
福
寺
文
書
　
追
加
分
　
一
五
二
点

　

集
福
寺
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
も
平
成
一
九
年
か
ら
二
〇
年
に
か

け
て
現
地
調
査
を
行
い
、
三
三
四
点
の
史
料
に
つ
い
て
目
録
作
成

及
び
撮
影
を
実
施
し
た
（『
熊
谷
市
史
研
究
』
創
刊
号
）。
今
回
は
、

以
前
の
調
査
で
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
近
代
・
現
代
の
文
書
を
中

心
に
、
一
五
二
点
を
追
加
で
借
用
し
た
。

　

今
回
の
史
料
の
多
く
は
明
治
～
戦
前
期
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

明
治
初
期
に
行
わ
れ
た
寺
領
上
知
か
ら
の
回
復
と
伽
藍
の
保
持
に

歴
代
住
職
と
檀
家
等
が
尽
力
し
た
近
代
の
寺
の
歴
史
を
今
に
伝
え

る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

明
治
初
期
の
寺
院
は
、
廃
仏
毀
釈
の
風
潮
だ
け
で
な
く
、
新
政

府
の
政
策
に
よ
っ
て
経
済
的
に
も
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
が
、
集

福
寺
も
例
外
で
は
な
く
、
寺
領
の
上
知
及
び
小
作
人
へ
の
頒
賦
等

に
よ
り
収
入
が
激
減
し
た
上
、
新
た
に
税
（
貢
租
・
村
費
）
が
賦

課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
寺
の
経
営
は
困
難
を
極
め
た
。

そ
の
た
め
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
住
職
と
な
っ
た
二
三
世

岡
田
悟
秀
以
降
の
歴
代
住
職
は
、
寺
域
の
復
活
に
よ
る
経
済
の
回

復
と
厳
し
い
財
政
下
で
の
伽
藍
の
営
繕
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

二
四
世
内
田
大
珠
は
、
就
任
早
々
と
思
わ
れ
る
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
六
月
に
は
上
川
上
村
の
稲
村
貫
一
郎
か
ら
二
五
円

を
借
用
し
、
さ
ら
に
同
一
〇
月
に
は
、
檀
家
に
伽
藍
と
住
職
の
相

続
の
た
め
に
必
要
な
金
銭
的
援
助
を
請
う
文
書
を
残
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、「
御
上
知
已
来
段
々
衰
微
ニ
及
ひ
」「
困
難
之
際
ニ
立

至
り
」
等
と
当
時
の
寺
の
窮
状
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の

収
入
の
実
態
は
、
旧
幕
府
時
代
の
約
五
分
の
一
程
で
あ
り
、
伽
藍

の
維
持
が
特
に
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
対
策
に
始
め
た
の
が

伽
藍
維
持
相
続
講
で
、
関
連
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
一
口

一
〇
円
の
掛
金
を
集
め
て
原
資
金
と
し
、
年
二
回
会
合
を
開
き
、

一
〇
年
で
満
会
と
し
た
。
満
会
後
は
原
資
金
を
各
地
区
に
預
け
、

利
息
を
伽
藍
修
復
費
と
し
て
い
る
。

　

二
五
世
鈴
木
無
三
は
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
か
ら
大
正

五
年
（
一
九
一
六
）
ま
で
の
三
〇
年
間
、
住
職
を
務
め
た
。
官
林

の
払
下
げ
に
尽
力
し
、
農
商
務
省
に
運
動
を
続
け
、
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
一
〇
月
よ
う
や
く
字
原
乾
の
四
町
余
の
特
売
払
下
げ
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が
許
可
に
な
り
、
翌
四
〇
年
一
月
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た

文
書
か
ら
は
、
檀
徒
惣
代
等
か
ら
の
借
用
や
寄
附
金
が
そ
の
資
金

に
充
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、明
治
三
四
年（
一
九
〇
一
）

に
は
座
敷
、
同
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
は
表
正
門
を
新
築
、
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
方
丈
の
建
て
替
え
を
実
現
し
、
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
八
月
に
は
大
門
の
敷
地
を
買
い
取
る
等
、
伽

藍
の
整
備
及
び
寺
域
の
回
復
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
）
の
大
水
害
で
は
、
本
堂
・
庫
裏
・
玄
関
・
衆
寮
・

禅
堂
で
二
尺
以
上
、
表
門
・
回
廊
・
長
屋
そ
の
他
の
建
物
で
三
尺

以
上
の
浸
水
が
あ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
記
録
が
残
っ
て
い

る
。

　

二
六
世
若
守
義
孝
の
代
で
も
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に

は
本
堂
・
祖
堂
・
土
蔵
の
葺
き
か
え
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

に
は
祖
堂
（
御
霊
堂
）
の
修
築
の
記
録
が
あ
り
、
引
き
続
き
伽
藍

の
維
持
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
戦
前
作
成
と
思
わ
れ
る
集
福
寺

寺
院
規
則
（
案
）
の
中
で
は
、
公
益
事
業
と
し
て
、
昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）
七
月
か
ら
農
繁
期
に
幼
児
を
預
か
る
定
員
七
〇
名

の
託
児
所
を
開
設
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

戦
時
中
の
文
書
に
は
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
九
月
に
供

出
し
た
梵
鐘
の
銘
文
及
び
そ
の
記
録
等
が
あ
る
。
他
に
、
同
一
九

年
（
一
九
四
四
）
八
月
、
東
京
都
京
橋
区
京
橋
昭
和
国
民
学
校
の

学
童
集
団
疎
開
の
児
童
等
を
受
け
入
れ
た
際
に
京
橋
区
長
と
の
間

で
交
わ
し
た
建
物
賃
貸
借
契
約
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
分
に
は
、昭
和
二
六
年（
一
九
五
一
）八
月
の
衆
寮
修
繕（
屋

根
改
修
）
の
記
録
や
、
同
二
八
年
（
一
九
五
三
）
一
二
月
付
の
梵

鐘
新
鋳
・
鐘
楼
改
修
の
た
め
の
資
金
寄
進
の
証
書
や
収
支
報
告
書

が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
古
文
書
は
、
近
代
に
お
け
る
市
内
の
寺
院
を
取
り
巻

く
状
況
や
そ
の
歴
史
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　

平
成
二
八
年
一
二
月
に
借
用
し
、令
和
五
年
四
月
に
返
却
し
た
。

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

柿
沼
　
中
澤
利
行
家
文
書
　
六
八
点

　
柿
沼
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
有
力
な
地
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
中
澤
家
所
蔵
の
近
代
の
史
料
で
あ
る
。

　
今
回
借
用
し
た
中
で
一
番
古
い
も
の
は
、明
治
一
〇
年（
一
八
七

七
）
三
月
の
柿
沼
村
全
図
（
地
引
図
）
で
あ
る
。
一
筆
ご
と
に
番

地
が
記
さ
れ
、
田
・
畑
・
宅
地
・
山
林
等
の
別
に
色
が
塗
ら
れ
て

い
る
。
奥
書
に
は
、
地
租
改
正
の
取
調
通
り
に
一
間
を
一
分
の
縮

尺
で
作
成
し
、
写
し
を
地
主
・
村
吏
等
八
名
に
所
有
さ
せ
た
と
あ
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り
、
そ
の
中
に
、
中
澤
家
の
当
時
の
当
主
で
あ
る
中
澤
栄
次
郎
の

名
前
も
あ
る
。
寸
法
は
縦
二
一
七
㎝
×
横
三
〇
二
㎝
、
木
箱
に
は

「
明
治
十
年
丁
丑
年
第
三
月
新
調
　
埼
玉
県
旙
羅
郡
柿
沼
村
中
澤

栄
次
郎
所
有
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、
明
治
二
六
年
（
一
八

九
三
）
八
月
調
査
の
大
幡
村
大
字
柿
沼
の
「
地
券
台
帳
」
が
あ

る
。
柿
沼
全
部
の
地
番
・
等
級
・
地
目
・
地
価
・
地
主
姓
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
地
目
の
割
合
は
、
田
が
四
六
％
、
畑
が

三
六
％
、
宅
地
が
一
四
％
で
、
残
り
が
林
・
池
・
芝
等
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
他
に
は
中
澤

氏
が
熊
谷
市
役
所
や
税
務
署
に
勤
め

た
際
の
辞
令
や
、明
治
・
大
正
期
の
金
銭
借
用
証
書
等
も
ま
と
ま
っ

て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
近
代
的
な
土
地
及
び
租
税
制
度
に
移
行
す
る
中
で

の
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　
令
和
二
年
一
一
月
に
借
用
し
、
令
和
五
年
四
月
に
返
却
し
た
。

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

新
堀
　
森
田
富
士
男
家
文
書 

　
二
〇
一
点

　
平
成
二
十
七
年
一
月
に
借
用
し
た
、
享
保
期
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
古
文
書
二
〇
一
点
で
あ
る
。

　
全
体
的
に
、
当
家
の
歴
代
当
主
及
び
当
主
に
準
じ
る
者
へ
差
し

出
さ
れ
た
正
文
が
占
め
て
お
り
、
歴
代
当
主
の
肩
書
に
名
主
を
冠

す
も
の
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
支
配
者
と
し
て
文
書
に
現
れ
る
の

は
旗
本
・
大
草
氏
の
み
で
あ
る
。
当
家
の
あ
る
新
堀
村
は
、
江
戸

時
代
を
通
し
て
三
～
四
給
村
な
の
で
、
当
家
は
新
堀
村
に
お
け
る

大
草
氏
知
行
地
の
名
主
を
務
め
て
い
た
家
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。
文
書
群
中
の
由
緒
書
き
に
よ
れ
ば
、
当
家
は
木
曽
義
仲
の
庶

流
で
、
木
曽
か
ら
新
堀
村
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
な
お
、
八
〇

点
余
が
近
代
史
料
で
、
そ
の
多
く
は
剣
術
関
係
史
料
に
な
る
。

　
初
出
史
料
は
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
の
年
貢
割
付
状
の
正

文
で
、
宛
先
は
「
名
主
　
佐
五
右
衛
門
」。
以
降
、
各
種
文
書
の

宛
先
と
し
て
「
久
治
郎
」
を
経
て
、
当
家
の
歴
代
当
主
・
名
主
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
「
源
太
夫
」「
佐
次
右
衛
門
」
の
名
乗
り

が
順
に
現
れ
て
幕
末
に
至
る
。
年
番
名
主
で
は
な
く
、
世
襲
で
名

主
を
務
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
近
代
に
入
り
、
当
主
「
佐
治
（
佐

次
）」
が
み
え
る
。

　
知
行
主
の
大
草
氏
は
も
と
も
と
江
戸
幕
府
の
鷹
匠
の
家
で
、
当

地
方
に
鷹
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
ま

で
忍
（
現
・
行
田
市
）
に
居
住
し
て
鷹
匠
・
鷹
場
業
務
に
あ
た
っ
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て
い
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
忍
城
に
近
い
幡
羅
郡
・
榛
沢
郡

に
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
居
所
に
つ
い
て
は
、
寛
文
三
年

に
忍
か
ら
鴻
巣
へ
移
り
、
そ
の
後
さ
ら
に
江
戸
に
移
っ
て
い
く
。

初
出
文
書
で
あ
る
享
保
十
八
年
の
年
貢
割
付
状
は
、
時
期
的
に
す

で
に
江
戸
に
居
住
し
て
い
た
大
草
忠
直
の
時
代
の
発
給
に
な
る
か

ら
、
そ
の
時
期
以
降
の
も
の
と
な
る
本
文
書
群
中
の
大
草
氏
関
係

の
文
書
は
、
江
戸
居
住
の
大
草
氏
と
の
関
連
史
料
に
な
る
。

　
大
草
氏
関
係
文
書
は
、
多
く
の
旗
本
知
行
所
の
名
主
家
が
そ
う

で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
森
田
家
も
大
草
氏
の
家
政
を
財
政
的
に
支

援
し
、
大
草
氏
は
当
家
に
種
々
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
伝

え
る
。
た
と
え
ば
、天
明
期
の
大
草
栄
之
丞（
先
の
忠
直
の
孫
）は
、

左
（
佐
）
次
右
衛
門
の
度
重
な
る
財
政
支
援
に
対
し
、
一
人
扶
持

を
生
涯
に
わ
た
り
給
す
る
旨
の
書
付
を
出
し
て
い
る
。

　
大
草
氏
関
係
の
史
料
の
ほ
か
に
は
、
田
畑
の
質
入
・
貸
借
関
係

や
諸
掛
り
の
勘
定
、
ま
た
菩
提
寺
で
あ
る
国
済
寺
（
深
谷
市
）
と

の
関
係
な
ど
、
当
家
の
村
生
活
に
関
わ
る
史
料
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
う
し
た
中
に
剣
術
関
係
の
史
料
が
散
見
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。

　
ま
ず
、
飯
嶋
小
伝
次
な
る
人
物
に
関
係
す
る
天
明
・
寛
政
期
の

史
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
小
伝
次
が
上
野
国
の
馬
庭
念
流
の
門
人

で
、
自
ら
も
弟
子
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
の
だ
が
、
こ
の

人
物
と
森
田
家
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。
続
く
享
和
期
に
当
家

の
幸
太
郎
が
馬
庭
念
流
に
入
門
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
史
料
が
あ

る
の
で
、
こ
の
幸
太
郎
に
関
係
す
る
も
の
か
。
こ
の
後
、
明
治
期

に
は
当
家
の
大
輔
（
大
助
）
が
「
甲
源
一
刀
流
　
新
堀
研
武
館
」

を
経
営
し
た
よ
う
で
、
そ
の
印
章
が
残
る
。
近
代
の
多
数
の
手
札

（
名
刺
）
が
文
書
群
中
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
各
剣
術
流
派
の
肩
書

を
名
乗
る
さ
ま
ざ
ま
な
士
族
・
一
般
人
ら
の
姓
名
が
見
え
る
。
こ

れ
ら
の
人
々
は
、
大
輔
の
経
営
し
た
研
武
館
で
の
修
練
・
交
流
に

関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
輔
は
当
地
方
の
甲
源
一
刀
流

の
著
名
な
師
範
・
剣
客
と
し
て
知
ら
れ
る
蛭
川
一
の
門
人
で
あ
る

こ
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の
蛭
川
に
関
す
る
史
料
も
混

入
し
て
い
る
。
剣
・
書
の
達
人
で
あ
っ
た
山
岡
鉄
舟
の
門
人
の
書

も
あ
り
、
当
家
の
交
流
を
伝
え
る
。

　
な
お
、
樋
口
英
翁
（
馬
庭
念
流
十
四
代
宗
家
）
が
小
伝
次
に
出

し
た
免
許
状
や
、
小
伝
次
の
二
十
二
年
間
に
わ
た
る
手
合
わ
せ
相

手
の
記
帳
巻
子
が
あ
り
、
特
に
後
者
は
、
民
間
剣
術
の
地
方
展
開
、

ま
た
当
時
の
剣
士
の
修
行
実
態
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
史
料

と
思
わ
れ
る
。

　
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
本
文
書
群
は
当
家
歴
代
当
主
ら
宛
て
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の
正
文
が
多
い
。
そ
し
て
、
内
容
的
に
は
当
家
の
権
利
（
土
地
・

家
格
な
ど
）、
ま
た
剣
術
・
書
と
い
っ
た
文
化
活
動
に
関
す
る
も

の
が
多
く
、
村
政
業
務
の
た
め
に
外
部
へ
出
し
た
文
書
の
写
し
・

控
え
を
は
じ
め
と
し
た
村
政
一
般
に
関
す
る
史
料
を
あ
ま
り
含
ま

な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
書
群
は
、
当
家
の
権
利
や
家
に
ま
つ
わ

る
歴
史
を
伝
承
・
保
持
し
よ
う
と
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
っ

て
よ
く
、
名
主
・
村
政
業
務
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
公
用
文
書
と
は

区
別
さ
れ
て
成
立
・
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。

　
本
文
書
群
は
、
か
つ
て
の
新
堀
村
に
お
け
る
名
主
家
の
生
活
を

伝
え
る
貴
重
な
史
料
か
ら
な
る
。
新
堀
村
の
村
政
業
務
の
た
め
に

作
成
さ
れ
た
名
主
文
書
（
公
用
文
書
）
の
状
況
に
つ
い
て
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
研
究
利
用
し
た
い
。

　
令
和
五
年
六
月
五
日
、
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。

（
文
責　

久
保
康
顕
）

妻
沼
　
田
島
通
明
氏
収
集
文
書
　
追
加
分
　
二
点
　
一
二
三
頁

下
奈
良
　
集
福
寺
文
書
　
追
加
分
　
一
五
二
点
　
一
二
八
頁

柿
沼
　
中
澤
利
行
家
文
書
　
六
八
点
　
一
二
九
頁

新
堀
　
森
田
冨
士
男
家
文
書
　
二
〇
一
点
　
一
三
〇
頁

広
瀬
　
石
川
毅
家
文
書
　
二
八
点
　
一
二
五
頁

　

最
後
に
、
古
文
書
等
の
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
、

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

Ⅱ
　
聞
き
取
り
調
査

　
調
査
の
概
要

　
終
戦
直
後
の
日
本
は
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
や
復
員
軍
人
、
戦

災
者
な
ど
多
数
の
失
業
者
が
あ
ふ
れ
、
併
せ
て
厳
し
い
食
糧
難
に

な
っ
た
。
国
は
食
糧
増
産
と
失
業
者
対
策
の
た
め
、
緊
急
開
拓

事
業
を
開
始
し
た
。
埼
玉
県
で
は
、
軍
用
地
跡
や
未
開
墾
地
な

ど
五
六
地
区
で
開
拓
地
と
し
て
入
植
者
を
募
り
、
昭
和
二
一
年

（
一
九
四
六
）
頃
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
で
あ
る
御
稜
威
ケ
原
（
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
跡
）
に
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昭
和
二
二
年
に
入
植
し
、
開
墾
を
行
っ
た
山
本
勝
康
氏
か
ら
お
話

を
伺
っ
た
。

　
主
な
内
容
は
、
山
本
勝
康
氏
の
生
い
立
ち
、
入
植
の
経
緯
、
開

拓
地
の
状
況
、
開
墾
作
業
の
内
容
、
開
拓
地
で
の
生
活
や
生
産
活

動
、
開
拓
団
の
組
織
や
活
動
、
御
稜
威
ケ
原
工
業
団
地
の
開
発
と

開
拓
団
の
対
応
、
開
拓
団
の
解
散
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
貴
重

な
体
験
の
聞
き
取
り
調
査
と
な
っ
た
。
　

調
査
日
　
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
〇
月
三
一
日
　

場
　
所
　
深
谷
市
櫛
引
　
山
本
牧
場
（
山
本
勝
康
氏
宅
）

協
力
者
　
菅
谷
浩
之
氏
（
山
本
勝
康
氏
の
紹
介
及
び
聞
き
取
り
調

査
に
同
席
）

※
聞
き
取
り
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
市
史
研
究
に
お

い
て
報
告
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
文
責　

山
本
喜
久
治
）

Ⅲ
　
行
政
文
書
の
整
理
・
保
存

　

熊
谷
市
文
書
管
理
規
定
に
基
づ
き
、
保
存
期
限
満
了
の
行
政
文

書
が
一
括
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
歴
史
的
公
文

書
等
と
し
て
需
要
な
文
書
を
収
集
保
存
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
令
和
五
年
三
月
末
で
保
存
期
限
満
了
と
な
る
文
書

か
ら
、
保
存
箱
数
で
一
四
四
箱
の
行
政
文
書
を
収
集
し
た
。
行
政

文
書
の
保
存
年
限
と
し
て
は
、
五
年
、
一
〇
年
、
三
〇
年
（
旧
永

久
保
存
）
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
課
等
か
ら
、
保
存
期
限
満
了
後
も
担
当
課
に
保

存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
六
箱
を
管
理
移
管
し
、整
理
を
行
っ
た
。

　

収
集
後
の
整
理
作
業
は
、
令
和
五
年
度
分
が
終
了
し
、
中
性
紙

保
存
箱
で
三
五
箱
と
な
り
、
保
存
箱
ご
と
に
収
納
し
た
行
政
文
書

リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

山
本
喜
久
治
）
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【
令
和
四
年
度
】

１
・
14 
市
政
宅
配
講
座
（
太
田
公
民
館
）

１
・
21 
近
世
専
門
部
会
会
議（
立
正
大
学
品
川
キ
ャ

ン
パ
ス
（
以
下
、
立
正
大
・
品
川
））

１
・
22 

近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議
（
市
立
商
工

会
館
（
以
下
、
商
工
会
館
））

１
・
23 

『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子 

―

そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』（
以
下
、
調
査
報

告
書
荻
野
吟
子 

※
催
事
の
名
称
を
除
く
。）

編
集
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

１
・
30 

新
聞
記
事
等
調
査（
市
立
熊
谷
図
書
館（
以

下
、
熊
谷
図
書
館
））

１
・
31 

高
札
・
関
札
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
３ 

調
査
報
告
書
荻
野
吟
子
の
編
集
に
係
る
調

査
（
東
京
都
内
各
所
）

２
・
９ 

古
文
書
調
査
（
埼
玉
県
立
文
書
館
（
以
下
、

県
立
文
書
館
））

２
・
14 

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
会
議
（
江

南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

２
・
16 

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
文
書
館
）

２
・
20 

仏
像・仏
画
専
門
部
会
調
査（
樋
春
真
光
寺
、

小
江
川
満
讃
寺
）

２
・
27 

胄
山
根
岸
友
憲
家
文
書
調
査
報
告

２
・
28 

近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議
（
立
正
大・

品
川
）

３
・
６ 

『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

直
実
・
実
盛

伝
説
』
編
集
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

３
・
７ 

埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

３
・
13 

宮
町
中
沢
家
資
料
調
査
（
市
立
妻
沼
展
示

館
（
以
下
、
妻
沼
展
示
館
））

３
・
14 

大
麻
生
伊
佐
山
家
文
書
返
却

３
・
16 

下
川
上
浄
泉
寺
文
書
等
返
却

３
・
17 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
中
奈
良
後

原
公
会
堂
、
小
江
川
満
讃
寺
）

３
・
20 

新
聞
記
事
等
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

３
・
22 

日
向
船
田
家
資
料
返
却

３
・
24 

近
世
専
門
部
会
会
議
（
立
正
大
・
品
川
）

３
・
28 

東
別
府
権
田
不
二
夫
家
文
書
調
査

３
・
29 

第
二
回
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
商
工

会
館
）

３
・
29 

熊
谷
市
史
編
集
会
議
（
商
工
会
館
）

【
令
和
五
年
度
】

４
・
３ 
新
聞
・
刊
行
物
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

４
・
11 
近
世
専
門
部
会
打
合
せ
（
立
正
大
・
品
川
）

４
・
13 

市
政
宅
配
講
座
（
松
坂
屋
建
材
（
株
））

４
・
21 

『
熊
谷
市
史 
調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏
画

２
』（
以
下
、『
調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏

画
２
』）
編
集
会
議
（
妻
沼
展
示
館
）

４
・
24 

記
者
会
見
〔『
熊
谷
市
史 
調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子 

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
刊

行
〕（
熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
（
以
下
、
本
庁

舎
））

４
・
25 

柿
沼
中
沢
家
、
下
奈
良
集
福
寺
文
書
返
却

４
・
25 

埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
埼
史
協
）
第
一
回
理
事
会
（
県
立

文
書
館
）

５
・
９ 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

５
・
11 

市
政
宅
配
講
座
（
松
坂
屋
建
材
（
株
））

５
・
15 

新
聞
記
事
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

５
・
16 

仏
像・仏
画
専
門
部
会
調
査（
新
堀
宝
性
寺
、

千
代
普
門
寺
）

５
・
17 

さ
い
た
ま
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
セ
ン
タ
ー
職

員
視
察
対
応

５
・
18 

新
聞
・
雑
誌
調
査
（
国
立
国
会
図
書
館
）

５
・
22 

古
文
書
調
査
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

５
・
23 

調
査
報
告
書
荻
野
吟
子
に
関
す
る
会
議（
オ

ン
ラ
イ
ン
）

５
・
25 

宮
町
中
沢
家
資
料
調
査
（
妻
沼
展
示
館
）

５
・
26 

埼
史
協 

令
和
五
年
度
総
会
、「
国
際
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
日
」
記
念
公
開
講
演
会
（
鉄

道
博
物
館
（
さ
い
た
ま
市
））

５
・
29 

め
ぬ
ま
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
阿
う
ん
の

会
設
立
五
周
年
記
念
講
演
会
〔
講
師
〕（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

５
・
31 

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
会
議
（
立

正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
、立
正
大・

熊
谷
））

６
・
５ 

歴
史
公
文
書
等
選
別・収
集（
本
庁
舎
ほ
か
）

〔
６
日
・
12
日
・
13
日
・
21
日
〕

Ⅳ
　
市
史
編
さ
ん
業
務
日
誌
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６
・
５ 

新
堀 

森
田
富
士
男
家
文
書
返
却

６
・
６ 

新
聞
記
事
・
熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊

谷
図
書
館
）

６
・
７ 
手
島
金
井
家
文
書
調
査
・
借
用

６
・
９ 

常
見
隆
氏
所
蔵
資
料
調
査
報
告
（
群
馬
県

太
田
市
・
群
馬
常
盤
学
園
）

６
・
15 

直
実
市
民
大
学
学
生
見
学
対
応

６
・
18 

市
政
宅
配
講
座
（
秦
公
民
館
）

６
・
19 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
籠
原
南
大

正
寺
）

６
・
19 

新
聞
記
事
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

６
・
26 

新
聞
記
事
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

６
・
27 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

６
・
27 

第
一
回
埼
史
協
設
立
五
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
県
立
文
書
館
）

７
・
４ 

新
聞
記
事
調
査
（
国
立
国
会
図
書
館
）

７
・
10 

「
絵
葉
書
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
〔
熊
谷
雑
学
研
究
会
主
催
〕（
緑
化
セ
ン

タ
ー
）

７
・
10 

古
文
書
調
査
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

７
・
11 

古
文
書
調
査
（
行
田
市
郷
土
博
物
館
）

７
・
11 

資
料
調
査
（
熊
谷
地
区
労
働
組
合
協
議
会
）

７
・
25 

近
世
専
門
部
会
会
議
（
立
正
大
・
品
川
）

７
・
29 

近
代
・
現
代
専
門
部
会
・『
熊
谷
市
史 

資

料
編
７　

近
代
・
現
代
２ 

熊
谷
地
域
編
・

下
』（
以
下
、『
資
料
編
７
』）
担
当
者
会
議

（
熊
谷
図
書
館
）

８
・
７ 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業

（
妻
沼
展
示
館
、立
正
大・熊
谷
）〔
～
10
日
〕

８
・
７ 

「
絵
葉
書
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

８
・
19 

近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議
（
商
工
会
館
）

８
・
20 

上
奈
良
上
柴
地
蔵
尊
祭
礼
行
事
調
査

８
・
23 

本
石
志
村
家
文
書
借
用
〔
追
加
分
〕

８
・
24 

秩
父
鉄
道
株
式
会
社
文
書
調
査
（
県
立
文

書
館
）〔
～
25
日
〕

８
・
28 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業

（
妻
沼
展
示
館
、
立
正
大
・
熊
谷
）〔
～
９

月
１
日
〕

８
・
29 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
研
修
会
（
緑
化
セ
ン

タ
ー
）

８
・
29 

小
島
公
民
館
は
ぐ
く
み
学
級　

歴
史
講
座

〔
講
師
〕（
小
島
公
民
館
）

８
・
30 
資
料
調
査
（
国
立
国
会
図
書
館
）

８
・
31 
記
者
会
見
〔『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子 

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
刊

行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
〕（
本
庁

舎
）

９
・
４ 

資
料
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

９
・
５ 

資
料
調
査
（
県
立
文
書
館
）〔
～
７
日
〕

９
・
８ 

男
沼
公
民
館
き
ら
き
ら
学
級　

歴
史
講
座

〔
講
師
〕（
男
沼
公
民
館
）

９
・
11 

「
絵
葉
書
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
③

（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

９
・
11 

『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子　

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
刊
行
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
会
議
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）

９
・
11 

資
料
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

９
・
12 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
塩
常
安
寺
）

９
・
15 

『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子　

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
刊
行
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
地
域
代
表
者
と
の

打
合
せ
（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

９
・
23 

『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子
―

そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
刊
行
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

９
・
24 

調
査
報
告
書
荻
野
吟
子
担
当
編
集
委
員　

関
係
施
設
等
視
察
同
行

９
・
27 

市
政
宅
配
講
座
（
江
南
公
民
館
）

９
・
27 

第
二
回
埼
史
協
設
立
五
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
行
田
市
郷
土
博
物
館
）

９
・
28 

大
合
唱
「
め
ぬ
ま
愛
」
連
絡
会
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
く
ま
が
や
市
商
工
会
本
所
）

９
・
28 

上
須
戸
新
井
家
文
書
借
用

10
・
２ 

「
絵
葉
書
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
④

（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

10
・
４ 

秦
小
学
校 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
〔
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
〕（
市
立
秦
小
学
校
）

10
・
11 

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
式
関
係

資
料
調
査
（
鴻
巣
市
個
人
宅
）
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11
・
21 

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
会
議
（
立

正
大
・
熊
谷
）

11
・
22 

講
座「
熊
谷
の
近
現
代
史
を
学
ぼ
う
」①〔
講

師
〕（
中
央
公
民
館
）

11
・
23 

第
一
回
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
商
工

会
館
）

11
・
24 

『
熊
谷
市
史 

資
料
編
３　

近
世
１
（
熊
谷

地
域
編 

上
）』
巻
担
当
者
会
議
（
立
正
大
・

品
川
）

11
・
25 

埼
玉
地
方
史
第
一
回
定
例
会
〔
講
師
〕（
行

田
市
郷
土
博
物
館
）

11
・
29 

講
座「
熊
谷
の
近
現
代
史
を
学
ぼ
う
」②〔
講

師
〕（
中
央
公
民
館
）

12
・
１ 

別
府
中
学
校 

ふ
れ
あ
い
講
演
会
〔
講
師
〕

（
市
立
別
府
中
学
校
）

12
・
４ 

第
三
回
『
調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏
画
２
』

編
集
会
議
（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

12
・
６ 
市
政
宅
配
講
座
（
江
南
公
民
館
）

12
・
７ 
広
瀬
石
川
家
文
書
借
用

12
・
11 

仏
像・仏
画
専
門
部
会
調
査（
成
沢
静
簡
院
）

12
・
13 

資
料
調
査
（
秩
父
鉄
道
労
働
組
合
本
部
）

※
本
業
務
日
誌
は
、
事
務
局
が
関
わ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

10
・
11 

深
谷
市
坂
本
家
文
書
調
査
（
深
谷
市
立
図

書
館
）

10
・
21 

秋
休
み
わ
く
わ
く
探
検
隊
〔
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
〕（
葛
和
田
大
龍
寺
、
市
立
荻
野
吟
子

記
念
館
、
群
馬
県
千
代
田
町
光
恩
寺
）

10
・
26 

資
料
調
査
（
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
）

10
・
30 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
、
翠
雲
堂
作

成
安
楽
寺
九
品
仏
堂
資
料
見
学
（
籠
原
南

大
正
寺
、
妻
沼
展
示
館
）

10
・
31 

御
稜
威
ヶ
原
開
拓
団
関
係
資
料
調
査
（
深

谷
市
個
人
宅
）

11
・
３ 

映
像
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
出
張
上
映
会〔
講

師
（
第
二
部
・
講
演
会
）〕（
市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
文
化
会
館
）

11
・
５ 

市
政
宅
配
講
座
（
秦
公
民
館
）

11
・
８ 

市
政
宅
配
講
座
（
江
南
公
民
館
）

11
・
９ 

埼
史
協 

第
二
回
理
事
会
、
主
管
課
長
等
研

修
会
（
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
本
庄
早
稲
田

の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

11
・
13 

「
絵
葉
書
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
⑤

（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

11
・
19 

『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
（
熊
谷
図
書
館
）

11
・
20 

仏
像・仏
画
専
門
部
会
調
査（
野
原
文
珠
寺
、

板
井
宝
光
寺
）

11
・
21 

朝
鮮
総
聯
熊
谷
支
部
資
料
調
査
（
在
日
本

朝
鮮
人
総
聯
合
会
埼
玉
県
北
部
支
部
）
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Ⅴ
　
市
政
宅
配
講
座
等
へ
の
派
遣

令
和
五
年

一
月
一
四
日　

太
田
公
民
館　

担
当　

小
林

　

市
政
宅
配
講
座
「
熊
谷
市
の
学
校
給
食
の
歴
史
」

四
月
一
三
日　

松
坂
屋
建
材
株
式
会
社　

担
当　

蛭
間
、
小
林

　

市
政
宅
配
講
座
「
戦
国
時
代
ま
で
の
熊
谷
の
歴
史
」、「
熊
谷
宿

の
歴
史
と
産
業
」

五
月
一
一
日　

松
坂
屋
建
材
株
式
会
社　

担
当　

小
林

　

市
政
宅
配
講
座
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
熊
谷
」

五
月
二
九
日　

妻
沼
中
央
公
民
館　

担
当　

蛭
間

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
め
ぬ
ま
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
阿
う
ん
の
会
設
立

　

五
周
年
記
念
講
演
会
「
荻
野
吟
子 

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
」

六
月
一
八
日　

秦
公
民
館　

担
当　

小
林

　

市
政
宅
配
講
座
「
偕
成
社
創
業
者
今
村
源
三
郎
と
そ
の
周
辺
」

八
月
二
九
日　

小
島
公
民
館　

担
当　

久
保

小
島
公
民
館
は
ぐ
く
み
学
級 

歴
史
講
座
「
江
戸
時
代
の
醫
王

寺
・
鎮
守
春
日
社
」

九
月
八
日　

男
沼
公
民
館　

担
当　

小
林

　

男
沼
公
民
館 

歴
史
講
座
「
近
代
の
男
沼
村
」

九
月
二
七
日　

江
南
公
民
館　

担
当　

蛭
間

　

市
政
宅
配
講
座
「
斎
藤
別
当
実
盛
の
生
涯
」

一
〇
月
四
日　

秦
小
学
校　

担
当　

蛭
間
、
小
林

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

一
一
月
三
日　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館　

担
当　

蛭
間

映
像
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
出
張
上
映
会
「
荻
野
吟
子
、再
発
見
」

（
第
二
部
・
講
演
会
）

一
一
月
五
日　

秦
公
民
館　

担
当　

水
品

市
政
宅
配
講
座
「
古
文
書
か
ら
読
み
解
く
俵
瀬
の
歴
史
―
俵
瀬

荻
野
晃
三
郎
家
文
書
調
査
中
間
報
告
―
」

一
一
月
八
日　

江
南
公
民
館　

担
当　

久
保

市
政
宅
配
講
座
「
群
雄
割
拠
！ 

熊
谷
武
士
の
世
界
～
熊
谷
地

域
の
山
伏
と
戦
国
時
代
の
領
主
～
」

一
一
月
二
二
日　

中
央
公
民
館　

担
当　

小
林

講
座　

熊
谷
の
近
現
代
史
を
学
ぼ
う
①
「
近
代
の
熊
谷
と
歴
代

町
長
に
つ
い
て
」

一
一
月
二
五
日　

行
田
市
郷
土
博
物
館　

担
当　

蛭
間

令
和
五
年
度
埼
玉
地
方
史
第
一
回
定
例
会　
「
荻
野
吟
子
、
再

発
見
」

一
一
月
二
九
日　

中
央
公
民
館　

担
当　

水
品
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講
座　

熊
谷
の
近
現
代
史
を
学
ぼ
う
②
「
熊
谷
自
由
民
権
運
動 

「
七
名
社
」
の
活
動
」

一
二
月
六
日　

江
南
公
民
館　

担
当　

小
林

市
政
宅
配
講
座
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
熊
谷
の
歴
史
」


